
JP057 小友沼（おともぬま） 

秋田県：能代市 

位置 N 40°10′ E 140°04′ 

面積 60ha 

 

環境構成【溜池】 

小友沼は人工的に造られた農業用溜め池で、10万羽を超えるマガンが春期に利用する。こ

の溜池は、近世初期に 58年の歳月をかけ志戸橋野台地からしみ出た水を灌漑用にするた

め、堰き止めて造られたと伝えられている。300年を越える維持管理が行われてきている

が、沼の水深は浅く、深い所でも 2ｍもなかったことから、水争いが絶えなかったと言わ

れている。戦後この水不足を解消するため、近くを流れる米代川から大型のポンプで水を

引き入れ不足分を補うようにした。 

沼の南北はいずれも小高い丘である。北側の丘は北斜面がクロマツとコナラからなる林。

沼に面した南斜面はツツジなどからなる小潅木。また南側の丘はクロマツとスギの林。沼

の裏側はヨシ原からなる湿地帯である。 

 

選定理由 

A4i ヒシクイ・マガン・オナガガモ 

A4iii マガン 

 

保護指定 

法的な担保がない、もしくはわずか（10パーセント未満）である 

＜その他＞ 

東アジア・オーストラリア地域フライウェイパートナーシップ参加地 

 

保全への脅威 

・堤防老朽化に伴う小友沼ため池改修工事と生息環境との関係（実施期間は 2006年～

2010年） 

・小友沼と八郎潟の間に風力発電施設建設の計画がある 

・釣り人が水鳥の生息域に入り込み、生息環境を撹乱する 

・犬の散歩と運動に伴う愛犬家のマナー問題 

 

保全活動 

・環境教育活動：実施者（おとも自然の会） 



 内容：ガン・ハクチョウ類の渡来時期、能代市内の小中学校の生徒を対象に、随時観察 

会を実施している 

・モニタリング調査：実施者（環境省／日本野鳥の会秋田県支部） 

 内容：モニタリングサイト 1000（森林と草原の鳥類調査、ガンカモ類調査） 

 

見られる鳥 

小友沼では山の鳥、水辺の鳥など種類が多彩である。八郎潟干拓地と同様に渡り鳥の渡来

コースとなっており、２月から北帰行前の３月にかけては、マガンとヒシクイがこの沼を

ねぐらに利用する。ハクチョウ類やカモ類も混じり、種類と個体数の多さは圧巻である。

近年カンムリカイツブリの繁殖も確認された。 

留鳥 

ダイサギ、アオサギ、カルガモ、トビ、オオタカ、ハイタカ、ノスリ、チョウゲ

ンボウ、キジ、キジバト、カワセミ、アオゲラ、アカゲラ、コゲラ、キセキレ

イ、ハクセキレイ、セグロセキレイ、ヒヨドリ、ウグイス、エナガ、ヒガラ、ヤ

マガラ、シジュウカラ、メジロ、ホオジロ、アオジ、カワラヒワ、スズメ、ムク

ドリ、カケス、ハシボソガラス、ハシブトガラス 

夏鳥 

カイツブリ、カンムリカイツブリ、ヨシゴイ、オシドリ、ミサゴ、バン、オオバ

ン、コチドリ、イソシギ、オオジシギ、カッコウ、ホトトギス、ツバメ、クロツグ

ミ、アカハラ、ヤブサメ、オオヨシキリ、オオルリ、コサメビタキ、コムクドリ 

冬鳥 

シジュウカラガン、マガン、ヒシクイ、ハクガン、オオハクチョウ、コハクチョ

ウ、マガモ、コガモ、ヒドリガモ、オナガガモ、ハシビロガモ、ホシハジロ、

キンクロハジロ、スズガモ、ミコアイサ、カワアイサ、オジロワシ、ユリカモ

メ、カモメ、ウミネコ、ツグミ、カシラダカ、マヒワ、ミヤマガラス 

旅鳥 

ムナグロ、タゲリ、トウネン、ヒバリシギ、ハマシギ、エリマキシギ、ツルシ

ギ、コアオアシシギ、アオアシシギ、タカブシギ、オグロシギ、タシギ、ショ

ウドウツバメ、ノビタキ 

迷鳥 
ムラサキサギ、コウノトリ、ヘラサギ、クロツラヘラサギ、コクガン、カリガ

ネ、サカツラガン、ツクシガモ、ワタリガラス、ナベヅル 

 

関連団体・自治体・施設等 

・日本野鳥の会秋田県支部   



 


